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認
知
症
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害

な
ど
に
よ
っ
て
物
事
を
判
断
す
る
能

力
が
十
分
で
な
い
方
に
代
わ
っ
て
、

法
的
に
権
限
を
与
え
ら
れ
た
成
年
後

見
人
な
ど
が
、
不
動
産
や
預
貯
金
な

ど
の
財
産
管
理
や
、
介
護
・
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
手
続
き

や
契
約
な
ど
を
行
い
、
安
心
し
て
そ

の
人
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

支
援
す
る
制
度
で
す
。
成
年
後
見
制

度
は
、「
法
定
後
見
制
度
」
と
「
任

意
後
見
制
度
」
の
2
つ
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。

○
法
定
後
見
制
度

　
現
在
す
で
に
認
知
症
や
知
的
障

害
、
精
神
障
害
な
ど
の
理
由
で

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
が
対

象
に
な
り
、
本
人
の
判
断
能
力
に

応
じ
て「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」

の
3
つ
の
制
度
に
分
か
れ
ま
す
。

後 見
　
自
分
で
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
本
人
に

代
わ
っ
て
、
後
見
人
が
ほ
ぼ
全
て
の

法
律
行
為
を
行
い
ま
す
。

保 佐
　
判
断
能
力
が
、
か
な
り
不
十
分

な
状
態
の
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

契
約
行
為
に
つ
い
て
、
保
佐
人
と
同

意
し
た
り
、
保
佐
人
の
判
断
で
進

め
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
す
。

補 助
　
物
忘
れ
が
あ
っ
た
り
、
理
解
力
に

不
安
を
感
じ
る
方
が
対
象
に
な
り

ま
す
。
主
に
、
本
人
と
補
助
人
が

同
意
し
な
が
ら
、
契
約
行
為
に
つ
い

て
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
任
意
後
見
制
度

　
将
来
、
判
断
能
力
が
不
十
分

と
な
っ
た
場
合
に
備
え
て
「
誰
に
」

「
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
も
ら

う
か
」
を
あ
ら
か
じ
め
契
約
に
よ

り
決
め
て
お
き
ま
す
。

○
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業

　
市
で
は
、
制
度
利
用
が
必
要

な
状
態
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

本
人
や
親
族
に
よ
る
申
立
て
が
で

き
な
い
方
、
ま
た
、
制
度
利
用
に

か
か
る
費
用
の
負
担
が
困
難
な
方

に
対
す
る
支
援
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
制
度
に
関
す
る
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

左
記
の
担
当
窓
口
ま
で
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
合
先

　
市
長
寿
福
祉
課
　
長
寿
支
援
係 

　
　

45
‐
6
6
7
2

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

34
‐
0
3
2
4

　
市
社
会
福
祉
課
　
障
害
者
支
援
係

　
　

34
‐
0
4
3
8

あ
な
た
に
代
わ
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す 

　
～
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
～

元生き
だより

げん い

いつまでも現役世代！いつまでも現役世代！いつまでも現役世代！いつまでも現役世代！

風
邪
に
つ
い
て

た
か
が
風
邪
、
さ
れ
ど
風
邪
。

風
邪
は
万
病
の
因
（
も
と
）。

実
は
正
式
な
病
名
で
は
な
く
、
生
じ
て
い
る
症
状
を

総
称
し
て
い
る
言
葉
で
す
。
風
邪
症
状
、
風
邪
症
候
群

と
言
い
換
え
て
も
差
し
支
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
の
ど
の

痛
み
、
鼻
水
、
鼻
詰
ま
り
、
咳
淡
、
発
熱
な
ど
、
多

く
の
場
合
こ
れ
ら
の
症
状
は
単
一で
は
な
く
、
時
間
差

で
加
わ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
原
因
は
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

そ
し
て
ウ
イ
ル
ス
に
は
、
抗
菌
薬
（
抗
生
物
質
）
を
含

め
て
薬
は
効
き
ま
せ
ん
。
薬
に
は
ウ
イ
ル
ス
を
や
つ
け
る

効
果
は
な
く
、
諸
症
状
を
和
ら
げ
る
程
度
の
効
果
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
抗
菌
薬
に
つ
い
て
も
、
ウ
イ
ル
ス
を
や
つ

け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
む
や
み
や
た
ら
に
使
用
す

る
と
、
細
菌
が
抗
菌
薬
を
覚
え
て
し
ま
い
、
効
果
が
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
（
耐
性
菌
と
いい
ま
す
）。

医
師
か
ら
「
風
邪
で
す
ね
」
と
説
明
さ
れ
た
場
合
は
、

「
原
因
は
細
菌
で
は
な
く
ウ
イ
ル
ス
だ
か
ら
、
抗
菌
薬
は

不
要
な
ん
だ
な
」
と
思
っ
て
い
た
だ
き
、
処
方
さ
れ
た

薬
を
服
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
結
城
市
医
師
会
提
供
）

あたらしいチャレンジ
無料体験からはじめよう！
あたらしいチャレンジ
無料体験からはじめよう！

ベビー 幼園児
小中学生 成人・婦人

3/3（日）3・11復興イベント開催
3市（下妻・筑西・結城）水泳大会

春 短 期 教 室
み

募集中
休

予約優先のため、電話にて予約をお願い致します。

平日18：00まで，土曜日13：30まで診療

県 西 糖 尿 病 内 分 泌 内 科
ク リ ニ ッ ク

筑 西 警 察 署 斜 め 向 か い

月 火 水 木 金    土    日

○ ○ ○ ○ ○ ○

／ ○ ○ ／ ○

午前
8：30̶12：00
午後

2：30̶6：00

糖 尿 病 専 門 医
内分泌代謝科専門医
℡ 0296-48-9609
筑 西 市 成 田 6 7 8

Q1 ジェネリック医薬品（後発医薬品）と
はどのようなものですか？

A1 ジェネリック医薬品（後発医薬品）と
は、先に開発された先発医薬品（新薬）
の特許が切れた後に、ほかのメーカー
が同様に製造したものです。添加物な
どが違うものもありますが、先発医薬
品と同一の有効成分を含み、品質・有
効性・安全性が同等であるものとして
認められています。

Q2 どうしてジェネリック医薬品が話題なの？

A2 国では、患者負担の軽減や医療保険財
政の改善を図るため、ジェネリック医
薬品の使用を勧めています。先発医薬
品の開発成果を利用できるので、研究
開発費が抑えられ、多くのジェネリッ
ク医薬品は先発医薬品より価格（薬価）
が低く設定されています。

Q3 どうしたら処方してもらえるの？

A3 ジェネリック医薬品の処方が可能かど
うか、まず医師・歯科医師に相談して
ください。

Q4 ジェネリック医薬品差額通知が届いて
いるのですが、どうしたらよいかわか
らないので放置しています。

A4 ジェネリック医薬品差額通知は、先発
医薬品からジェネリック医薬品に切り
替えることで、1カ月のお薬代がどの
程度安くなるかの目安として送付した
ものです。通知を確認してもらい、
「月々のお薬代を減らしたい」と思っ
たら、医師・歯科医師に相談してくだ
さい。

ジェネリック医薬品について
嚥
下
体
操
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う

　

高
齢
者
の
「
誤
嚥
」
を
予
防
す
る
に

は
「
嚥
下
体
操
」
を
行
う
こ
と
が
推
奨

さ
れ
て
い
ま
す
。
食
事
前
の
体
操
と
し

て
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

①
ゆっく
り
と
腹
式
深
呼
吸
を
数
回
行
う

②
首
を
ゆっ
く
り
と
右
回
転
、左
回
転
し
て

か
ら
左
右
に
ふ
る

③
肩
を
す
く
め
る
よ
う
に
上
げ
た
ら
力
を
ス

ッ
と
抜
い
て
肩
を
下
げ
る
。2
～
3
回
繰

り
返
し
た
ら
肩
を
中
心
に
両
手
を
ゆっ
く

り
回
す

④
上
半
身
を
左
右
に
ゆっく
り
倒
す

⑤
2
～
3
回
頬
を
膨
ら
ま
せ
た
り
引っ
込
め

た
り
す
る

⑥
大
き
く
口
を
開
き
舌
を
出
し
た
り
引っ
込

め
た
り
前
後
左
右
に
も
2
～
3
回
ず
つ

動
か
す

⑦
ゆっ
く
り「
パ
ラ
カ
」ま
た
は「
パパパ
、ラ
ラ

ラ
、カ
カ
カ
」と
発
音
す
る
。始
め
は
ゆっ
く

り
と
5
～
6
回
行
い
、次
に
早
く
5
～
6

回
行
う

⑧
口
を
す
ぼ
め
て
息
を
強
く
吸
い
、冷
た
い
息

が
喉
に
当
たっ
た
ら
ゆっく
り
息
を
出
す

⑨
額
に
手
を
当
て
押
す
。そ
し
て
おへそ
を
の

ぞ
き
込
む
よ
う
に
し
て
強
く
下
を
向
く
。

ゆっ
く
り
5
つ
数
え
な
が
ら
5
～
6
秒
持

続
さ
せ
て
下
に
向
く
よ
う
力
を
入
れ
る

⑩
最
後
に
ゆっ
く
り
深
呼
吸
を
し
、唾
液
を

飲
み
込
み
の
ど
の
動
き
を
た
し
か
め
て
か

ら
食
事
を
始
め
ま
す

　
そ
の
ほ
か
に
は
、コッ
プ
や
ペッ
ト
ボ
ト
ル
に

入
れ
た
水
を
出
来
る
だ
け
長
く
優
し
く
ス
ト

ロ
ー
で
吹
い
た
り
、巻
き
笛
を
吹
い
てい
わ
ゆ

る
ブロ
ー
イン
グ
の
練
習
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
結
城
市
歯
科
医
師
会
提
供
）

漢方だと副作用が無いから安心、なんて以前は
よく聞いたものです。最近では漢方にも副作用があ
ることが明らかにされています。ここではその中の
代表的なものを1つ紹介します。

甘草（かんぞう）という生薬は、その名のとおり
甘い味の生薬で、全漢方の約7割に含まれています。
甘草はまれに、血圧の上昇やむくみなどを起こすこ
とがあります。漢方を服用するほとんどの場合は、
甘草含有の漢方になるので他人事ではありません。
手足のだるさ、しびれ、むくみ、血圧上昇などがみ
られる様なら早めに医師または薬剤師に相談してく
ださい。

長く飲んでいるから大丈夫と思う方、この症状は
漢方を服用して数週間から数年たってから初めて症
状が出る場合もあるので注意が必要です。大事な
のは早期発見で副作用を防ぐことです。漢方薬は
よい薬ですので、上手に付き合っていきましょう。　  
　　　　　　　　　　　  （結城市薬剤師会）

漢方だから安心！…本当ですか？
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